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1. はじめに：研究の背景と問題提起

本稿ではまず、外国人スポーツ留学生をめぐる
状況と課題について述べ、本研究を始めるにあ
たっての問題提起をする。

1.1　外国人スポーツ留学生をめぐる状況
スポーツのグローバル化が進展し、海外から日
本へと競技目的に留学するいわゆるスポーツ留学
生が増加傾向にある。スポーツ留学生は、「スポー
ツ選手としての留学、または競技力向上や、その
ための練習活動を行うことを主目的として、日本
に滞在している外国籍留学生」と定義される（松
元・高橋 2009）。本稿では、日本人のスポーツ留
学生と区別するため、松元・高橋のいうスポーツ
留学生を「外国人スポーツ留学生」と呼ぶことに
する。
外国人スポーツ留学生の増加の背景には、1960
年代にアメリカに端を発したスポーツ留学生制度
が 1990年代に日本に波及、発展していくなかで、
とくにフィジカル面での強みを持つ外国人を日本
の高校、大学においてスポーツ強化の方策として
受け入れてきたことがある。本学においては、
2016年度より外国人スポーツ留学生の受け入れ

が本格化し、2021年 10月現在、8名（バスケッ
トボール 2名、ラグビー 6名）の選手が在籍して
いる。スポーツ留学の制度は、現在では高校・大
学・社会人の所属チームやさらにはナショナル
チームの強化にもつながる大きな役割を果たして
いる（石井 2020）。
しかし、外国人選手の活躍が社会的に注目を浴
びる一方で、外国人スポーツ留学生への言語支援
を含めた受け入れ体制や支援のあり方の問題も指
摘されている（池田 2019; 松元・高橋 2009； 三代 
2014a； 三代　2014b）。2018年に起こった高校バ
スケットボールの試合における外国人スポーツ留
学生による審判強打事件 1）に象徴されるように、
外国人スポーツ留学生への言語支援は、その競技
人生を左右することもあり、とくに来日後の日本
語支援は重要な課題である。
さらに大学における外国人スポーツ留学生への
日本語を含めた学修支援は、大学スポーツの「競
技と大学生活の両立」という大きなテーマに根差
す部分もあり 2）、その支援体制の整備のほか、留
学生の学修への動機づけや学習時間の確保が課題
となっている。とくに、外国人スポーツ留学生の
一日の学習時間は、他の一般的な外国人留学生と
比べてもはるかに少ないことがわかっている（松
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元・高橋 2009）。

1.2　  アカデミックな目的による留学との違い
から生じる課題

アカデミックな目的による留学生に対する日本
語教育の整備と学際的な研究は、日本政府の「留
学生受け入れ 10万人計画」や「留学生受け入れ
30万人計画」のもと、種々の受け入れ体制の整備
が大々的に施され、それに応じる形で発展してき
た。大学で学ぶ留学生の日本語学習の目的は、専
門教育への橋渡しとなるアカデミックな日本語力
の習得とあわせ、将来のキャリア支援につながる
日本語力の養成であり、本学においても、外国人
留学生（正規留学生）への日本語教育は、学術的
な活動で必要となるアカデミックジャパニーズと
社会に出てから求められるビジネス日本語の習得
を主体としたカリキュラムで設計されている。
しかし、スポーツ留学を目的とする外国人留学
生に対する日本語教育については、上述の通りそ
の受け入れの歴史が比較的浅いことや対象人口が
少ないこと、さらに一般的な留学とその主たる目
的が大きく異なっていることから日本語教育の分
野においても研究対象として取り上げられること
が極めて少なく、大学において提供すべき学修支
援やキャリア支援につながる日本語教育とは何か
についても指針となる先行研究や事例がない。
さらに、留学目的の相違から生じるもう一つの
課題に「日本語学習への動機づけ」の問題がある。
三代（2014a）が指摘しているように、高校から
日本留学を継続している外国人スポーツ留学生の
場合、部活を中心とした生活のなかで、競技をす
るために必要な日本語や寮生活やチームメートと
のコミュニケーションを取るための日本語をすで
に身につけており、彼らの最大の目的であるス
ポーツという「コミュニティへの参加」に必要な
日本語の習得が達成されていることがある。仮に
「学習言語」としての日本語が不十分であっても、
「何のために何を学ぶのか」が明確でかつ彼らの
ニーズに即したものでないと、日本語学習への動
機づけが難しく学習意欲が継続しないことがあ
る。

1.3　  「特定のニーズ」の課題ー目的別日本語教
育・専門日本語教育の視点からー

JSP（Japanese for Specific Purposes：特定目
的の日本語、以下 JSP）の分野では、日本語学習
者の多様化が顕著になる 1990年代以降、多様な
分野における日本語の研究が盛んに行われるよう
になった。佐野（2009）は、JSPを「明確な特定

のニーズに基づく日本語教育」とし、「一般日本語
教育」、JGP（Japanese for General Purposes、以
下 JGP）との違いについて、「限定的な目的とそ
れが要求するアプローチにある」と述べている。
JSPにおける特定のニーズの例として、電子工学
分野の論文を読む技能、文化人類学研究の一環と
して北海道の漁師にインタビューを行う技能、小
学校からのお知らせを理解する技能、機内サービ
スや介護現場での日本語運用技能といったものが
それに相当するとしている。
近年では、2005年に学会として設立した専門日
本語教育学会において、分野横断的な日本語・日
本語教育研究が数多くなされている。当学会の前
身である研究会当時の 1990年代から辿れば、理
工系留学生のための専門用語（専門日本語）の研
究を筆頭に、社会科学系留学生のための日本語、
最近では、介護・看護分野、外国人家事支援人材、
技能実習生のための日本語と、その研究分野の裾
野は広がりつつある。しかし、外国人スポーツ留
学生のための日本語を扱った研究は管見の限りで
はなく、日本語における「特定のニーズ」につい
ても明らかではない。

1.4　問題提起および本実践研究の目的と方向性
上記にみたように、外国人スポーツ留学生への
日本語教育の整備と学際的な研究は、その必要性
が指摘されながらもこれまでほとんどなされてこ
なかったのが実状である。筆者はこのことを強く
認識し、外国人スポーツ留学生に対する JSPおよ
び専門日本語教育（以下、専門日本語教育）研究
の必要性を主張したい。とくに、言語支援と学修
支援につながる教材開発は重要である。そこで、
本研究では、今後の教材開発研究の準備として、
外国人スポーツ留学生にとって必要な日本語とは
何なのか、どのような教育的アプローチが適切な
のかを探るべく、以下のことを目的にした。
①  スポーツ分野（ラグビー）にある語彙にはどの
ようなものがあるのかを俯瞰的に捉え、言語的
特徴についてみる。
②  外国人スポーツ留学生にとって重要度の高い専
門語彙にはどのようなものがあるのかを探る。
③  学習者中心の活動を軸とした授業が、外国人ス
ポーツ留学生の日本語学習にどのように有効か
をみる。
具体的には、本学に所属する外国人スポーツ留
学生の部活動の競技であるラグビーに焦点を当
て、ラグビー情報誌を題材とした語彙リスト作成
から明らかになったスポーツ分野の語彙の言語的
特徴と今後の専門日本語教育への応用について示
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唆する。そして、さらにタスク・ベースの指導法
の理論を概観した上で、外国人スポーツ留学生の
日本語クラスにおい試行的に行ったタスクを取り
入れた授業活動を検証し、教材開発や外国人ス
ポーツ留学生への教育アプローチについてこれら
が有効であることを提言する。

2. 調査方法

ここでは、専門語彙リスト作成活動を通して
行ったラグビーに関する語彙の調査について述べ
る。

2.1　語彙調査の有用性
中川（2019）の調査によると、専門日本語教育
学会発行の学会誌『専門日本語教育研究』におけ
る過去の投稿論文（研究論文・報告）計 106本（1
本に複数の内容を扱うものを含めた延べ数）のう
ち、「調査（言語）」、つまり、特定の分野で扱われ
ている日本語に関する調査がもっとも多く全体の
3～ 4割を占め、投稿論文の軸となっている。こ
れは、新しい分野における研究の足掛かりとなる
のが、その分野における使用語彙の調査であるこ
とを意味し、その成果が教育実践や言語支援にお
いて提供されることの意義が重要視されているこ
とを示唆している。このことからも筆者は、スポー
ツという新規分野における専門日本語教育の視点
に立ち、まずは同分野における語彙研究を嚆矢と
するのが妥当だと考える。しかし、一方で、大掛
かりなコーパス調査をすることには莫大なデータ
の収集と分析を経なければならず多大な時間と労
力を要すため、まずはラグビーに関する題材を取
り上げ、語彙の特徴を俯瞰的にみることから始め
た。

2.2　語彙リスト作成のプロセス
語彙リスト作成活動は、2019年秋学期の外国語
学部開講科目および 2020年秋学期の全学共通教
育日本語科目において行った。語彙リスト作成に
おいては、題材の選定から留学生の協働という形
を採用し、授業活動のなかで行うこととした。こ
れは、上述した学習者中心の活動を軸とした授業
が、外国人スポーツ留学生の日本語学習の動機づ
けにどのように有効かをみるためでもある。主な
活動の内容は表 1のとおりである。なお、2020年
度秋学期については、授業の一部として行ったた
め、活動期間は限定的である。学習者（履修生）
は、いずれもラグビー部に所属する外国人スポー
ツ留学生である（2019年秋学期；1名（ニュー

ジーランド出身）、2020年秋学期；3名（トンガ
出身 2名、ニュージーランド出身 1名））。学習者
は全員高校入学時に日本に来日し生活レベルの日
本語には不自由はなく、したがって本授業はすべ
て日本語で行った。

表１. 活動概要
活動時期 活動内容

2019年秋学期

・題材の決定（学習者＋教師）
・語彙の抽出（教師による前作業）
・語彙の英語訳の付記（学習者）
・確認作業と修正（学習者＋教師）

2020年秋学期 ・語彙のトンガ語訳
・タスクによる活動

【題材の選定】
2019年秋学期、初回の授業において学習者と話
し合いの機会をもち、教員からいくつかの教材と
授業方法の提案をした。学習者からはラグビー解
説書的なものではなくタイムリーで話題性に富ん
だものが示唆された。複数の題材の試し読みと話
し合いの結果、選定した題材は、日本ラグビーフッ
トボール協会（JRFU）が会員向けに定期発行す
る会報誌『JAPAN ! JAPAN !』である。当会誌に
は、直近の国際試合なども含めたタイムリーな話
題と、ラグビージャーナリスト等による試合の分
析、選手へのインタビュー、対談などもあり、戦
術、試合の分析、選手としての意識、といった内
容が多角的に盛り込まれている。また、生の教材
という特質上、一般的な日本語教育のレベル基準
では難易度が高い語が多く現れることが予想でき
たため、自律的な語彙学習をすすめていくために
は、学習者がある程度知識として持っている内容
を選定することも重要だと考えた。これは、スキー
マ（福田 2021: 135）の活性化を図る狙いもあっ
た。さらに、競技に関する内容であるため教師の
知識よりも学習者の知識のほうが豊富であり、授
業を進めるにあたってもより対等な立場で作業が
行え、学習者の主体的な活動の参加や自律学習の
促進への効果も期待できた。以下、選定した題材
の概要である。
題材 1：  『JAPAN！ JAPAN ！ No.80 』2019年 9

月号　RWC2019　日本代表最終登録メ
ンバー発表記者会見

ジェイミー・ジョセフヘッドコーチ（以下、ジョ
セフ HC）が、日本代表の HCに就任後の 3年間
のなかでどのようなことにチャレンジし、取り組
み、強化してきたか、またどのような理由、選考



Forum of Higher Education Research  Vol. 12, 2022

－16－

基準によって代表メンバーを選出したのか、自身
が考える日本代表の強み、などについて述べた記
者会見の概要が主な内容となっている。日本の大
学で競技をする学習者にとって、RWC（ラグビー
ワールドカップ）2019の日本代表外国人選手の活
躍は、興味・関心を引くものであった。かつジョ
セフ HCの発話の内容は、チームが世界トップレ
ベルになるための指導者としての取り組み、選手
の選考基準などが記述されており、学習者にとっ
ても興味深いものであった。また、ジョセフ HC
と学習者が同じ出身国で英語母語話者であること
から、ラグビーに関する知識だけでなく、言語的
知識、文化的背景的知識を使ったトップダウン処
理による文章理解が期待できた。
題材 2：  『JAPAN！ JAPAN！ No.78 』2019年 3

月号　サンウルブズレポート
参戦した試合（5戦）の結果報告と概要をレポー
トしている。ラグビージャーナリストによる勝因
や敗因の分析と、試合の印象、試合運びなどが主
な内容である。具体的なプレーに関する表現、試
合からみえた課題や評価などの記述が多くみら
れ、競技者にとって比較的ニーズの高い語彙が出
現していると考えた。
題材 3：  『JAPAN！ JAPAN！ No.78 』2019年 3

月号　スペシャルインタビュー　「リー
チ・マイケル」

ラグビー日本代表のキャプテンであるリーチ・
マイケルへの独占インタビューである。キャプテ
ンから見たチームの特徴、開幕戦に向けての準備
状態、開幕までの時間の過ごし方、対戦への心構
え、世界のレベルからみた日本ラグビーの強み、
などが主な内容である。選手としての取り組み、
試合への意気込みなどが述べられており、学習者
の日本語使用場面においてニーズが高い語彙が抽
出できると考えた。
【語彙の抽出】
まず、本文をテキストデータ化し、計量テキス
ト分析ソフト KH Coder（ver.3.0）によって品詞
ごとに語を抽出した。それぞれの題材で抽出した
総抽出語数および異なり語数は表 2の通りであ
る。なお、KH Coderでは、分析対象として扱わ
ない助詞などを省いた数字が「使用（語彙数）」と

して表記されている。
次に、それぞれの題材において頻出語リストを
作成した。さらに頻出語リストから、教師が今回
の活動で扱う語彙の抽出作業を行った。その結果、
表 2の「リストへの抽出語数」にある計 211語が
対象語となった。
語彙の抽出にあたっては、いわゆる一般的な難
易度とは関係なく、ラグビーあるいはスポーツ特
有の語や表現、一般的な使われ方とは異なる表現、
出現回数が比較的多い語を選定した。なお、一般
的な語（「思う」「言う」など）や人名および場所
の名称などの固有名詞は基本的に取り上げなかっ
た。競技上のポジション名やルール、試合におけ
る競技特有の状況を表すような語については、言
語間の相違をみるため、対象語とした。
【英語訳・トンガ語訳の付記】
2019年秋学期：あらかじめ抽出した語彙のリス
トには、その語の例文をできるだけ本文での文脈
や語彙の前後の表現を変えないようにして提示し
た。授業では、それをもとに本文の内容と語彙の
意味を確認していった上で、単語の英語（英語訳）
を学習者がパソコン上で入力した。単語リストの
英語付記は随時読解作業とともに行っていった
が、授業中にできない部分は宿題とし、次回の授
業の中で確認作業をして、必要に応じて英語を修
正していく、といった流れで行った。

2020年秋学期： 2019年度に作成した英語のリ
ストに加え、トンガ語訳を付記する作業を行った。
学習者のうち一人は英語母語話者ではあるがトン
ガにルーツを持ち、英語とトンガ語が話せた。授
業のなかでは、まず、リストの語彙について日本
語と英語訳の理解を確認し、日本語の例文の意味
や文脈を教師と確認しながら語彙のトンガ語訳を
行った。トンガ語訳は、履修生で議論し一致した
語彙を一人がリストに記入していく形で進めた。

3. 結果と考察

ここでは、日本語・英語・トンガ語の語彙リス
ト作成において明らかになった語彙の言語的特徴
について述べる。さらに、語彙の意味的な分類を
試み、今後の研究の方向性について述べる。なお、
以下のトンガ語訳は、トンガ人留学生による表記
をさらにトンガ語母語話者（元留学生の現競技者）
にもチェックをしてもらったものである。

3.1　日本語・英語・トンガ語の比較
①英語が日本語に借用されているもの
フロントロー（front row）、スクラム（scrum）、

表２．抽出語数とリスト化語数
題材 /語数 総抽出語数（使用）異なり語数（使用）リストへの抽出語数

題材１ 2470（938） 589（442） 108

題材２ 580（245） 261（185） 56

題材３ 2030（753） 490（357） 47
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ディフェンス（defense）、バックス（backs）、ト
ライ（try）、ゴール（goal）、リーダーシップ
（leadership）、ポジション（position）、トレーニ
ング（training）、フィットネス（fitness）、アン
ストラクチャー（unstructured）等
スポーツ全般で用いられるであろう「トレーニ
ング」「ポジション」「リーダーシップ」といった
語や、「スクラム」「トライ」「バックス」「ゴール」
「アンストラクチャー」といったラグビーという競
技特有の語彙（ポジションやルール、競技中の状
況に関する語彙）に多く見られた。
②英語と日本語が異なるもの
スキルアップ（skill level up）、ノーサイド（full 
time）等
「ノーサイド」という言葉は、ラグビーの試合終
了を指す言葉として一般的に知られている。日本
のポップスのタイトルやテレビドラマのタイトル
などにも使われるほど日本人にとっては身近な言
葉であるが、英語母語話者である学習者によると
英語では full timeを使うほうが一般的だという
ことである。
③英語がトンガ語に借用されているもの
（   ）:英語　［　　］：トンガ語
攻撃（attack）［ateki］ 、スクラム（scrum）
［sikalamu］、ディフェンス（defense）［tifeni］、
フィットネス（fitness）［fitinesi］等
④  日本語では英語を借用するが、トンガ語では借
用しないものの例
ポジション（position）［tuunga］、トレーニング
（training）［fakamalohisino］、フロントロー（front 
low）［otumua］、ヘッドコーチ（head coach）
［faiako pule］、シーズン（season）
［feauhi fakatau］、メンタル（mental）［loto］、
トライ（try）［tata'o］、ミス（miss）［fehalaaki］等
「メンタル」のように日本語でも「精神面の強
化」などと日本語（漢語語彙）も併用する語もあ
るが、ポジションや競技のルールなどは、英語を
そのまま借用していることが多い。一方、トンガ
語には独自の語彙をもつものが日本語よりも多い
傾向がうかがえた。学習者によると、上記のもの
は英語との併用もするが、語によってはむしろト
ンガ語を用いるものがある、ということである。
⑤英語にはあるがトンガ語にはないもの
自信（confidence）［　/　］
日本語ではスポーツ分野に限らず、「自信をもっ
て頑張れ！」「勝つ自信があります」など、学校や
部活でも頻繁に使用する言葉であるが、複数のト
ンガ語母語話者にも確認したところ、この言葉の
対訳はトンガ語にはないそうである。ある学習者

によると、来日当初はよく見聞きするこの言葉の
意味がまったくわからなかったという。

3.2　その他の特徴
①コロケーション（共起関係）
スポーツ語彙特有のコロケーション（共起関係）
がみられた例を以下に挙げる。
「試合を運ぶ」「展開が早い」「プレッシャーをか
ける」「互角に戦う」「（ゲームを）読む」等
②理解が難しかった語彙
「チームカルチャー」3）という語は、比較的新し
い概念を指す語のようでありどの学習者も理解が
できない語であった。使用範囲は限定的であるか
もしれないが、RWC2019を機にメディアを通し
て聞かれるようになった語でもあり、今後は新し
いラグビー用語として定着していく可能性もあ
る。

3.3　意味的分類と使用場面
今回の一連の作業により、語彙の意味的な種別
は大きく以下のように分類できた。
⑴  競技特有のルールやポジション、プレーに関す
る語
⑵競技特有の戦術や理論に関する語
⑶スポーツ全般に出現すると思われる語
以下、それぞれについて詳述し、今後の語彙研
究および教育実践への可能性について示唆する。
⑴は、「スタンドオフ」「フロントロー」「セット
プレー」「トライ」「スクラム」などに代表される
語である。これらは上記にみたように、英語から
借用されて日本語やトンガ語となっている語も多
い。他の言語については今回調査していないが、
ラグビーがイングランドを発祥としたスポーツで
あることから、他の言語においても英語がそのま
ま使用されているケースが多いことが予想でき
る。これらは、プレーやルールに直結する語であ
ることから、様々な場面において用いられその使
用範囲は広い。英語母語話者以外の留学生にとっ
ても重要度が高くかつ世界で共通して用いられて
いるものであるため習得が容易な語であると言え
る。
⑵は、「プレッシャーをかける」「押し込む」「ア
ンストラクチャー」「猛プッシュ」などに代表され
る。これらの語が用いられる文脈を詳細にみるこ
とで、ラグビーに特有の文脈があることがわかる。
今回、KH Coderの KWICコンコーダンスで前後
の文脈をみたところ、これらの語彙は以下のよう
な文脈で出現していた。
例 1：  スクラムで押し込まれ、10－ 45という
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大敗を喫した。
例 2：  ロシア、アイルランド、サモア、スコッ

トランドは間違いなくスクラムでプレッ
シャーをかけてくるでしょう。

例 3：  この 3年、組み立ててきた戦い方は、ス
ピードの速い展開とアンストラクチャー
の中で強みを発揮するというスタイルで
す。

例 4：  猛プッシュで反則を誘うシーンもあった。
⑵に挙げたような語はおそらく他の競技でも用
いられると考えられるが、競技によって異なった
コロケーションやそれらが使用される特有の文
脈、状況があると思われ、今後の語彙研究におい
ては、広く用例を集め、汎用的な使い方と競技特
有の使い方の双方をみていく必要がある。
外国人スポーツ留学生が学ぶスポーツ分野にお
ける専門語彙としては、第一義的には⑶になるで
あろう。⑶にはまず、「フィットネス」「仕上げ」
「戦術」「展開」「対戦」「攻撃」「反則」「（ゲーム
を）運ぶ」「繰り広げる」といった一定の競技に共

通して使用される語がある。たとえば、「繰り広げ
る」は、今回の調査では「戦いを繰り広げる」「接
戦を繰り広げる」という表現で、「展開」は「日本
代表の早い展開」「スピードの速い展開」といった
表現で出現しており、これらは他の競技において
も同様の使用例があると思われる。また、「フィッ
トネス」という語は、元来は体力という意味であっ
たものが、現在では「健康の維持・増進」を目指
して行う運動のことも指すようになり、具体的に
は、運動機能の向上・怪我の予防や運動能力向上
のためのウォームアップや次に行う運動のための
準備運動を目的として行われる運動のことを言う
（厚生労働省）。しかし、本文中では「フィットネ
スを鍛え上げる」「フィットネスを上げる」といっ
た使い方で出現しており、ラグビー競技でいうと
ころの「フィットネス」とは、持久力や走力等を
含めたプレーに必要な身体的能力を指すようであ
る。
例 5：  （「残された時間で、個人としては何を伸

ばしたいですか」、と聞かれ）あとは

表３．語彙リスト（136 語）
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フィットネスを上げるだけですね。
一方、⑶には同時に「目標」「ベストを尽くす」

「課題」「達成する」「読む」「高める」といった一
般的にも広く使用されるような語もある。このよ
うな一般的な語彙についてもスポーツ分野もしく
はラグビーという特定の競技特有の意味を有する
と思われるものや、特定の場面で用いられる例が
散見された。たとえば、「高める」という語は、今
回の調査では「想いを高める」「気持ちを高める」
「スタンダードを高める」といった形で限定的に表
れており、主に「試合に向けての意気込み」「試合
への準備状況」について語る場面において使用さ
れていた。
例 6：  いい感じでチームは上がってきていると

思いますが、試合への想いをもっと高め
たいです。

また、「運ぶ」について出現した 2例は、「プレー
を運ぶ」「ゲームを運ぶ」といった類似の表現で出
現していた。
例 7：勝つためにどのようにゲームを運ぶか。
今回、日本語・英語・トンガ語でのラグビー語
彙リスト作成の試みは、時間的な関係から用意し
ていた 211語すべてを遂行することができなかっ
た。作成できたのは表 3にある 136語である（う
ち、トンガ語訳付きは 80語）。このリストのなか
で、とくに、学習者にとって重要度が高いと思わ
れる語にチェックを入れる形で選定してもらっ
た。その結果、2020年履修生の 3人中 2人以上が
選んだのが網掛けの番号にあたる語である。とく
に 3人全員が選んだ語は、「目標」「ポジション」
「スクラム」「勝機」「ゲームを運ぶ」「トレーニン
グ」「控える」「トライ」「開幕戦」「押し込む」「ゴー
ル」「攻撃」「攻める」「初勝利」「フィットネス」
であった。これらは学習者からみた学習ニーズの
高い語として捉えることができる。

3.4　学習者の主体的な学びという観点から
今回、学習者自身が語彙リストの対訳を作成す
るという作業を通して、学生自身にも日本語に対
する新たな気づきがみられた。とくに⑵や⑶にみ
られるような語については、学習者が初めて目に
する未知語であるものが多かった。たとえば、「目
標」という語を「日本語では初めて聞いた」、「大
事な言葉だと認識しているが自身がこの語を用い
て話したことはない」という声や、「直す」は知っ
ていても、スポーツ用語として多用される「修正
する」は知らなかったという声があった。どちら
もスタンダードな日本語教育では早い段階から提
出される語ではある。しかし、外国人スポーツ留

学生は一般的な日本語教育（JGP）を十分に受け
てきていないケースもあることから、今後は、こ
のような語を一般的な使い方とともにスポーツ特
有の文脈や類義語があることも提示していく必要
がある。
今回、題材の選定から語彙リストの作成までの
工程においては、学習者が中心となり、協働する
ことを重視した。2020年秋学期は時間の関係もあ
りトンガ語訳が付記できたのは 80語にとどまっ
たが、その要因の一つは、トンガ語の辞書やネッ
ト上に検索するに足る十分なツールがなかった
（あるいは見つけられなかった）ことである。一つ
の単語について学生間で主体的に議論し、答えを
導き出すには非常な時間がかかり、しかも議論の
結果、「こたえ」にたどり着けないことも多々あっ
た。教師はラグビーについての十分な知識もトン
ガ語の知識ももたないため、日本語の意味や例文
のインプット、ときには動画などを用いたイン
プットをしたのみで、学習者自身が主体的に考え
るしかない状況が生じていたのも事実である。今
後の教育実践においては、このような教師―学習
者間、学習者―学習者間の情報量のギャップをう
まく活用したタスク活動を授業に取り入れること
が主体的な学びにつながる方法ではないかと考え
る。

4. 教育的アプローチへの示唆：
タスクを活用した授業の展開に向けて

次に、近年、英語教育を中心に広く実践されて
いるタスク・ベースの授業について、その教授法
理論を概観する。そして 2020年度秋学期に行っ
た学習語彙をリソースとしたタスクによる活動の
一部を紹介し、タスク・ベースの言語指導を取り
入れた授業の導入についての見解を述べる。

4.1　  タスク・ベースの教授法とフォーカス・オ
ン・フォーム

従来の日本語教授法においては、文型の定着を
図るためのコミュニカティブな活動の一つとして
タスク練習を取り入れることが多かったのに対
し、最近では、第二言語習得（SLA）理論の研究
の実証にもとづいた心理言語学的プロセスに考慮
した教授法として、とくに英語教育において、タ
スク・ベースの教授法（以下、TBLT：Task-based 
Language Teaching）やフォーカス・オン・フォー
ムという考え方にもとづく学習理論が取り上げら
れている。
では、ここでいうタスクとは何か。タスクにつ
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いて、複数の研究者によってさまざまな定義づけ
が行われている。ELLIS（2003: 23）は、9人の
研究者のタスクの定義をまとめた上で、自身のタ
スクについて、6つの基準を提示している。それ
らは「作業的計画であること」「意味に重点が置か
れること」「実生活における言語使用に関わってい
ること」「4技能に関係していること」「認知的プ
ロセスに関与していること」「結果を伴うこと」と
いうことにまとめられる。一方、LONG（2015: 
7）は、タスクを日常生活で行う現実世界での活動
であると定義し、現実の行為に基づかないタスク
は認めていない。この「現実性」という点につい
ては様々な議論があり、タスクへの取り組みにお
ける主体的判断の有無を重要視する見方もある
（松村 2019: 17）。たとえば、「無人島に持っていく
ものを決める」という一見現実性を伴わないタス
クであっても、旅行に持っていくものを選ぶ、と
いう現実の行為と関連づけると、広義の「現実性」
をもつものとなる、というものである。複数の研
究者によって定義されている「タスク」における
共通項は「意味に重点を置いて言語を使用するこ
と」でありかつ「（コミュニケーション上の）目的
を達成する」ことであると言える。そして、タス
クには、大きく分けて「目標タスク：target task」
と「教育用タスク：pedagogic task」があり、目
標タスクとは、学習者が現実場面で行う必要のあ
る事項であり、教育用タスクとは、それを達成す
るための教育上設定するタスクである。
松村（2019）は、LONG（2015）を引用した上

で、「学校外で職業に就いている学習者が、業務を
第二言語を用いて遂行する必要に迫られているの
なら、まさにその任務の内容が目標タスクになる」
とし、教育用タスクは、その目標タスクを達成す
るために、単純なものから複雑なものへと段階的
に組まれていくことが効果的であるとしている。
この、タスクを軸にした教授方法が、TBLTであ
る。松村（2019）によると、「タスク・ベース」
（task-based）とは、「個々の活動から 1回の授業、
月間・年間のシラバス、プログラム構成、到達目
標の設定に至るまでのすべて」において、「学習者
がどのような行為をできるようになるといいか」、
「そのためにどのような課題を設定することが適
切か」という観点から構想されるものであるとし、
そこには従来の文法積み上げ式の授業にみられる
文法的な目標の提示はなされないのが通常であ
る。その意味で、TBLTはしばしば「文法ベース
（grammar-based）」の PPP型授業（授業進行の
スタイルが、Presentation（文法や語法の提示）
-Practice（練習）-Production（目標事項を用いた

コミュニケーション活動）で成り立つもの）にお
ける言語指導と対比される。すなわちTBLTでは、
「タスク」の達成を第一義とし、言葉（文法や語
法）はあくまでもその活動を達成するためのツー
ルであると考え、重要視されないのが特徴である。
TBLTにおけるタスクの記述は、近年、日本語教
育分野においても言語能力を測る基準として用い
られるようになった Can-do statement（「私は～
することができる」という指標を用いた能力記述）
に通ずるものである。
フォーカス・オン・フォームは、LONG（1991: 

45-46）において提唱された言語指導における概念
で、以下のように定義されている。

Whereas the content of lessons with a focus on 
form is the forms themselves, syllabus with a 
focus on form teaches something else－biology, 
mathematics, workshop practice, automobile 
repair, the geography of a country where the 
foreign language is spoken, the cultures of its 
speakers, and so on－and overtly draw students’ 
attention to linguistic elements as they arise 
incidentally in lessons whose overriding focus is 
on meaning, or communication.

Focus on Formをともなうシラバスは、その他
のこと―生物学、数学、作業の練習、車の修理、
外国が話されている国の地理、文化等―を教え、
意味やコミュニケーションへの焦点を優先した
レッスンで、必要が生じた際に、偶発的に学習者
の注意を明確に言語要素へ向けるものである（小
柳 2021: 138）
つまり、フォーカス・オン・フォームは目標言
語以外のことを教えている際、意味やコミュニ
ケーションを重視した練習において、偶発的に学
習者の注意が言語に向けられるようにするアプ
ローチであると要約でき、これは言語項目を単位
として教えていく方法、すなわちオーディオ・リ
ンガルや文法訳読法に代表される形式重視のアプ
ローチ（focus on forms）とナチュラル・アプロー
チに代表される意味重視のアプローチ（focus on 
meaning）のいわば中間的な指導法として位置づ
けられ、注目されるようになったものである。小
柳（2021）は、フォーカス・オン・フォームによ
る指導は、「意味のある伝達活動に従事しているこ
と」を大前提に、「適宜言語形式に注意を向けるよ
うに、教師もしくは教材により操作すること」だ
としている。そしてさらに、教師の言語的介入は、
「自然で、認知のプロセスを阻害しない」ものであ
るべきで、かつ、教師は「ある言語形式が使われ
る自然な状況」を創出する工夫をしなければなら
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ないとしている。したがって、コミュニケーショ
ン上の目的を達成するために、意味に重点を置い
て言語を使用することを目指した TBLT、すなわ
ちタスク・ベースの言語指導においては、学習者
の自発的な言語使用の中で必要に応じて言語形式
に注意を向けさせるフォーカス・オン・フォーム
が文法に関する主な指導方法となりやすいのだと
言える。

4.2　スポーツ分野における TBLT の導入
英語教育においては、学校教育や大学における
英語授業での実践のほか、スポーツの分野におい
ても日本から海外へのスポーツ留学や国際的に活
躍できるスポーツ通訳の養成のための英語プログ
ラムなどが開発され、ESP（English for Specific 
Purposes：特定目的の英語）の領域において TBLT
理論を援用したスポーツ留学を目指した日本人へ
の英語教育が実践されている。西条（2021）は、
将来、海外でサッカーの選手や指導者になること
を目指す日本人学生と社会人を対象に、「ジャンル
準拠タスク」を用いた英語教授法によるサッカー
のトレーニング指導を実践し、参加者の発話内容
の分析とインタビュー調査から英語によるコミュ
ニケーション能力の変容を分析している。その結
果、参加者たちは分野に特化した語彙・文法やジャ
ンル構造への認識を深め、タスクパフォーマンス・
テストに応用したことを明らかにしている。
筆者は、外国人スポーツ留学生への日本語教育
の一方法として、TBLT理論に基づくアプローチ
やフォーカス・オン・フォームの指導を取り入れ
ることが有効ではないかと考える。なぜなら、学
習者は、教室外において競技生活という共通の生
活基盤を有し、かつ卒業後の進路においてもある
程度共通した目標があると考えられ、ニーズに基
づいたシラバス構築が比較的しやすいからであ
る。つまり、LONG（2015）で言うところの、現
実世界に即したタスクの設定や、松村（2019）で
言うところの広義の現実性に即したタスクの設定
が可能となる。また、もう一つの理由は、外国人
スポーツ留学生の日本語クラスが、学習者の日本
語学習のバックグラウンドや日本語の習得状況が
さまざまな学生によって構成されていることであ
る。よって、文法積み上げ式の言語形式重視のシ
ラバスや教育アプローチよりも、意味の伝達を重
視したタスク・ベースのアプローチや、フォーカ
ス・オン・フォームを取り入れた指導法がより現
実的ではないかと考える。

4.3　  授業でのタスク・ベースの指導の試みとそ
の考察

上記を踏まえ、2020年秋学期では、語彙学習と
連動させたタスクを設定し、授業内での活動を試
みた。具体的には、上記にみた語彙の使用場面を
教師の客観的ニーズに基づいて、「（友人に）自身
のポジションの役割について説明する」「（インタ
ビューで）今シーズンの試合を振り返る」「（試合
後のインタビューで）自身があげた得点プレーを
振り返る」をタスクとして設定した活動を実施し
た。次に、その一部を紹介する。
タスク 1「ポジションの役割を説明する」
A：　あなたのポジションはどこですか？
B：　（　　　　　　）　です。
A：ナンバーは？
B：　（　　　　　　）です。
A：　試合でどんな役割（やくわり：role）があ
りますか？
B：（　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　）
ラグビーの試合を初めて観に来る日本人の友人
に自分のポジションと役割を説明する、というタ
スクである。学習者には上記の提示文とあわせポ
ジションの図式のイラストを提示したプリントを
配布し、場面の状況とタスクの内容を説明したあ
と、（＊＊＊＊＊）の部分を、自由に話すことを指
示した。その際、とくに文法や語彙・表現の指定
はせず、「役割をわかりやすく説明する」ことだけ
を指示し、自由に日本語をアウトプットさせた。
なお、学習者がこたえている間は、語彙や文法的
な間違いは訂正せず、やりとりが一通り終わった
あとで、パソコンで打った学習者の表出文を提示
しながら「どこがうまくいえたか」「言いたいこと
が十分に言えたか」といった振り返りの時間を設
けた。そして、表現や文法について、助詞の間違
いや活用の間違いなど、最小限の修正を加えた形
で、学習者のアウトプットの情報を再生し、文に
して提示した。以下が、学習者が実際に表出した
文に教師が修正を加えた文である。

Xさんの表出文：自分の足の速さを使って相手
のディフェンスラインをこえることです。そし
て、ボールを持って、相手のトライラインには
こびます。
Zさんの表出文：自分の背の高さでラインアウ
トをするときに、ボールをもらうことです。
この際、学習者はスライド上に示された修正文
をプリントに書く姿がみられ、一定の言語形式へ
の意識があったものと思われる。一方でタスクの
設定への課題もみられた。それは、聞き手が競技
のポジショニングの概要や得点方法といったその
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競技についての一般的な知識を有していないと学
習者のこたえだけでは理解が難しく、よって話し
手にはより丁寧な説明が求められるのであるが、
その指示が曖昧だったことである。結果、学習者
にとっては自明である「トライ」や「ラインアウ
ト」という言葉がそのまま出現されていた。今後
の指導方法として、ポジショニングの概要や基本
的なルールを説明し、そのなかで自身のポジショ
ンについて説明するといった段階的なタスクを設
定することも必要ではないかと思われた。
タスク 2：「今シーズンの試合を振り返る」
A：　あなたにとって今シーズン、いちばんタ
フな戦い（たたかい：game）は、どの試合（し
あい）でしたか？ それはなぜですか？
B：　私にとって、いちばんタフな戦いは、
（　　　　　　）戦でした。 （＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊）
ここでは、「今シーズンでもっともタフな試合」
を挙げ、内容を振り返る、というタスクを提示し
た。以下、学習者の表出文（修正後）である。

Xさんの表出文：
〇〇戦です。残念ですけど、自分たちの力を全
部出し切ったのはよかったです。足りないとこ
ろを、みんなで直して／修正（しゅうせい）し
て、また来年、練習をみんなでレベルアップし
てがんばりたいと思います。
ここでは「タフだった理由」を（＊＊＊＊＊）
で述べることを指示していたが、理由に関するア
ウトプットはみられなかった。一方で、チームと
してのベストを尽くせたこと、次のシーズンに向
けての意気込みにも踏み込んだ内容のアウトプッ
トがみられた。また、学習した「レベルアップ」
「修正する」という語彙も、文脈のなかで適切に使
用されていた。振り返りの際、別の学生 Yが Xに
よって表出された「修正する」という言葉が瞬時
には理解できない様子であったのを見て、Xが「直
す」と言い換えた場面も見られた。
タスク 3：「得点プレーを振り返る」
A：　あのトライは、どうでしたか。
B：　（　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　）
Yさんの表出文：（タフなトライでしたが、毎日
のウェイトトレーニングでできたと思います。）
学習者は、こちらから指示は出さずとも授業で
学習した「タフ」ということばを表出していた。
得点シーンの具体的な状況などが表出されること
を期待したが、得点プレーについて自身が分析し
た要因が言及されていた。こういった学習者自身
の表出文にこそ、学習者ニーズを知る上において
のヒントがあると言える。

5．まとめと今後の課題

本研究では、大学で学ぶ外国人スポーツ留学生
の日本語教育実践へ向けた取り組みとして、授業
においてラグビー情報誌を題材とした語彙リスト
作成（英語とトンガ語訳つき）を行い、その言語
的特徴と意味的特徴について検証した。ここでは、
本稿のまとめと、外国人スポーツ留学生への日本
語教育の研究と実践の方向性について、筆者の見
解を述べる。

5.1　語彙研究から教育実践へ
まず、競技に関する語彙には、日本語とトンガ
語には一定数の共通した英語からの借用語がある
ことがわかった。このことより外国人スポーツ留
学生が日本で競技活動を行うに際しては、ある程
度共通の語彙を使用することが可能であることが
うかがえた。しかし一方で、日本語には和製英語
による語彙（「ノーサイド」）や、日本語では英語
の借用語を用いるもののトンガ語ではトンガ語独
自の表現を用いるものがあることがわかった（「メ
ンタル」など）。また、競技生活においては頻繁に
使われるであろう「自信」といった言葉が、トン
ガ語にはないこともわかった。このような母語に
はない日本語語彙は他にもあることが推測でき
る。よって、外国人スポーツ留学生への専門日本
語教育においては、母語により英語の借用の度合
いが異なることや母語にはない日本語語彙がある
ことを前提とした教育実践をしていく必要があ
り、そのためにはさらに詳しくスポーツ分野の語
彙調査を行っていく必要がある。
また、本研究では、調査対象となった語彙につ
いて、意味的な特徴についても分類を試みた。そ
の結果、スポーツ分野の語彙には、一定数の競技
において共通して使用されるものもあれば、競技
（ラグビー）特有の語彙の選択や意味用法を有して
いたり、特有のコロケーション（共起関係）があ
ることが示唆された。
今回、ラグビーに限定した調査を実施したが、
今後は、ラグビー以外のスポーツに調査対象を広
げ、競技の違いによる語彙的特徴および意味的特
徴についてもみていくことも必要である。
さらに、外国人スポーツ留学生にとって重要度
の高い語彙とは何かを探るべく学習者自ら選定し
てもらった。その結果、試合の評価や戦術に関す
る語よりも、自身のプレーや選手としての意識に
関する語の割合が高く抽出され、これらは学習者
からみたニーズの高い語であると言えるが、今後
は、さらに言語資料調査を行い、学習者ニーズと
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客観的なニーズの双方からみていく必要がある。
次に、教育実践については、語彙学習と連動し
た TBLT理論にもとづくタスク・ベースの授業実
践の有効性が示唆された。今後は、主観的、客観
的なニーズ調査から「学習者の特定のニーズ」を
定め、それに基づいたタスクの設定を検討してい
くことが必要であろう。たとえば「高める」は試
合への意気込みを語る場面では使用頻度が高い語
であると思われ、それに応じた具体的なコミュニ
ケーション場面を想定したタスクを設定し、適宜、
言語形式を明示的もしくは暗示的に提示するよう
なアプローチを考えていくこともできる。さらに、
教師―学習者間、学習者―学習者間の情報量の
ギャップやインターアクションを活用した活動を
授業のなかで積極的に取り入れていくことは主体
的な学びの醸成という点において効果的であると
考える。

5.2　学修支援に向けて
教育実践とは別視点で、学修支援ということに
ついて最後に述べておく。外国人スポーツ留学生
は、日本語学習歴や習得状況がまちまちであるた
め、一般の留学生のクラスよりレベル差がありか
つ学習時間の確保の問題があることは前述した。
このような状況を鑑み、語彙学習をベースにした
外国人スポーツ留学生のための日本語学習教材と
自律的な学習のための学習支援方法は検討の余地
がある。たとえば、一般的な学術語彙とあわせ、
スポーツ分野の語彙（専門日本語）を学べる語彙
教材化と、それらをベースにした e-learning教材
化もその一案であろう。

注
１）この事件は、バスケットボールの試合で留学
生の選手が判定を不服として審判を殴打して負傷
させたというものである。その時の動画はSNSで
も拡散し、部活動での留学生批判が沸き起こった。
結果、この留学生は自主退学、帰国を余儀なくさ
れている。その事件の背景には、日本語が話せず、
英語も片言であった上、彼の母国の公用語である
フランス語を話せる教員が前年度で退職して不在
であったこと、入学してまもない 5月末にホーム
シックとなり、練習を 1週間ほど休んだ復帰直後
の大会での出来事であったことがわかっており、
受け入れ体制の整備も厳しく批判された（小林悠
太・勝野昭龍・田原和宏 毎日新聞 2018）。
２）スポーツ庁が実施した『平成 30年大学スポー
ツの振興に関するアンケート 調査結果概要 ～大
学～』によると、「運動部活動に所属する学生に対

する学業支援・キャリア支援を行っているのは、
回答した 519大学のうち、32.3%（167大学）で
あり、351の大学が「支援をしていない」と答え
ている。さらに、支援の具体的な取り組みに関す
る質問では、「補講等公式試合等で授業を欠席した
際の配慮」がもっとも多く（96大学）、「運動部活
動生用の就職セミナーの開催」（61大学）、運動部
活動生向けのプログラム編成や学修プログラムの
提供（25大学）、チューターや学修アドバイザリー
等の配慮（14大学）、e-learningの提供（3大学）
となっている。この結果からも明らかなように、
スポーツ学生を対象とした教育プログラムの提供
をしている大学は 167大学のうち 25大学と、き
わめて少ない数字となっている。
３）イングランド代表 HCを務めるエディ・ジョー
ンズ氏（元日本代表 HC）によると、「チームカル
チャー」とは、「選手たちがプレーするオンフィー
ルド、オフフィールドにおける環境」を指し、「カ
ルチャー」とは「（仲間やファン、ゲームに対す
る）敬意」「常に正しい方向に導く規律」「自分の
チームに合ったプレーをする勇気」の三つの価値
観（バリュー）の上に成り立つものであるとして
いる。
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A Study of Japanese language 
classes for foreign sports students
―Creating a sports vocabulary 

list and practicing tasks―

Shio WATANABE1

In recent years, with the globalization of 
sports, the number of foreign students studying 
abroad in Japan for the purpose of competitive 
activities is increasing. However, few practical 
research on Japanese language education and 
language support for foreign sports students 
has been conducted so far. This is a research 
note about the development of teaching 
materials and educational practices that will be 
part of the Japanese language support program 
for the foreign sports students.

In the class, we created a vocabulary list in 
English and Tongan from a rugby magazine as a 
learner-centered activity.

The findings of this activity suggest that there 
are words that are common to all sports, usages 
that are different from the general meanings, 
and words that are used in situations and 
contexts peculiar to competitions, in addition to 
the words borrowed from English.

This has clarified points to be focused on in 
the practice of JSP (Japanese for Specific 
Purposes) education.

Furthermore, for international students 
learning Japanese for the purpose of sports, in 
addition to the importance of identifying these 
learners’ needs, it was found that task-based 
activities based on TBLT theory are effective.

KEYWORDS: Foreign sports students, JSP 
(Japanese for Specific Purposes), Rugby field 
vocabulary, Task-based teaching
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